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第１地連

第２地連第３地連

第４地連

第５地連

１３
賃
金
確
定
闘
争

支支部部・・地地連連かからら結結集集しし、、
区区長長会会のの譲譲歩歩をを勝勝ちち取取ろろうう

全
組
合
員
の
怒
り
を
当
局
は
知
れ

１１
月
１
日
中
央
区
役
所

に

約
１
０
０
名

が

結

集

し
、
総
決
起
集
会
を
行
い

ま
し
た
。
瀬
尾
第
一
地
連

議
長
か
ら
「
全
組
合
員
の

怒
り
を
当
局
に
知
ら
し

め
、
組
合
員
の
団
結
で
最

後
ま
で
闘
う
」
と
力
強
い

決
意
を
受
け
、
本
部
の
纐

纈
副
委
員
長
は
「
組
合
員

の
努
力
が
報
わ
れ
る
人
事

・
給
与
制
度
を
確
立
す

る
。
総
力
を
結
集
し
闘
お

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

確
定
闘
争
で
初
め
て
退
職
者
会

庄
司
事
務
局
長
の
連
帯
挨
拶
も

受
け
ま
し
た
。
張
替
教
宣
部
副

部
長
が
交
渉
経
過
を
報
告
し
、

当
面
す
る
課
題
を
共
有
し
意
思

一
致
を
図
り
ま
し
た
。

中
央
区
小
泉
副
区
長
要
請
で

瀬
尾
議
長
は
「
清
掃
職
員
が
誇

り
を
も
っ
て
仕
事
に
邁
進
で
き

る
賃
金
・
人
事
制
度
に
改
善
す

る
こ
と
」
を
訴
え
、
収
集
・
運

搬
・
工
場
職
場
の
代
表
は
、
各

職
場
か
ら
怒
り
を
ぶ
つ
け
ま
し

た
。
副
区
長
か
ら
前
向
き
な
回

答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

田
中
副
議
長
の
「
賃
金
闘
争

を
闘
い
抜
く
決
議
」
を
確
認
し
、

青
年
部
神
谷
議
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

（
中
執
・
藤
波
武
志
・
中
央
）

要
求
実
現
に
向
け
闘
う
意
思
統
一

１１
月
５
日
、
１７
時
３０
分

か
ら
総
決
起
集
会
が
文
京

区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
集
会
に
８７
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

金
子
議
長
の
挨
拶
の

後
、
本
部
の
大
和
田
委
員

長
が
情
勢
報
告
を
し
、
各

支
部
代
表
者
と
地
連
青
年

部
の
力
強
い
決
意
表
明
を

受
け
、
会
場
の
熱
気
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

１８
時
１０
分
瀧
副
区
長
ほ

か
２
名
が
入
室
し
、
地
連

三
役
が
先
頭
で
要
請
し
ま
し

た
。金

子
議
長
が
瀧
副
区
長
に
要

請
書
を
手
渡
し
、
給
料
表
作
成

で
生
活
実
態
を
踏
ま
え
る
こ

と
、
調
整
号
数
を
廃
止
す
る
こ

と
、
持
家
の
住
居
手
当
を
廃
止

し
な
い
こ
と
等
、
組
合
員
の
要

求
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

当
局
は
「
誠
意
を
持
ち
課
題

の
早
期
解
決
に
向
け
話
し
合
っ

て
い
き
ま
す
。
」
と
回
答
し
、

金
子
議
長
は
文
京
区
長
の
誠
意

あ
る
対
応
を
お
願
い
し
ま
し

た
。退

職
者
会
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
し
、
集
会
決
議
を
確
認

し
、
金
子
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
集
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
第
２
地
連
事
務
局
長

原
田
輝
高
）

正
当
に
評
価
し
、現
業
給
与
改
善
を

１１
月
７
日
、
１７
時
３０
分
大
田

区
役
所
で
大
和
田
副
委
員
長
・

増
田
第
三
地
連
議
長
を
先
頭
に

大
田
区
遠
藤
副
区
長
に
対
し
要

請
し
、
そ
の
後
プ
ラ
ザ
ア
ペ
ア

で
１
３
７
人
が
参
加
し
て
総
決

起
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
で
は
、
大
和
田
副
委
員

長
が
、
清
掃
労
組
を
代
表
し
て

「
５
年
連
続
給
与
引
下
げ
勧
告
、

住
居
手
当
の
改
悪
は
許
さ

れ
な
い
。
現
業
職
給
料
表

は
行
政
職
と
比
べ
格
差
が

あ
る
。
正
当
に
評
価
し
現

業
給
与
改
善
を
求
め
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

増
田
第
三
地
連
議
長
は

賃
金
諸
要
求
の
実
現
を
求

め
る
要
請
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
代
表

は
、
勧
告
に
よ
る
給
料
表

引
下
げ
改
定
及
び
新
住
居

手
当
制
度
、
再
任
用
賃
金

水
準
と
技
能
・
業
務
系
人

事
制
度
、
清
掃
事
業
全
般
の
勤

務
条
件
改
善
で
、
要
請
し
ま
し

た
。遠

藤
副
区
長
は
、「
特
別
区

は
区
税
収
入
に
好
転
の
兆
し
が

見
ら
れ
る
も
の
の
厳
し
い
財
政

状
況
が
予
想
さ
れ
、
区
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
く
、

区
民
は
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
づ
く
り
に
期
待
を
寄

せ
る
一
方
、
職
員
の
勤
務
条
件

に
は
厳
し
い
視
線
を
向
け
て
い

ま
す
。
要
請
内
容
は
区
長
に
伝

え
ま
す
。
」
と
答
え
ま
し
た
。

（
中
執
・
西
村
好
勝
・
一
組
）

現
場
で
働
く
我
わ
れ
の
賃
金
を
下
げ
る
な

１１
月
７
日
、
１７
時
３０
分
か
ら

杉
並
区
役
所
で
総
決
起
集
会
を

開
き
、
各
支
部
か
ら
総
勢
１
８
５

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

嶋
根
地
連
議
長
の
挨
拶

後
、
要
請
団
を
送
り
出
し
、

杉
並
区
松
沼
副
区
長
に
対

し
、
私
た
ち
が
生
活
し
て

い
く
た
め
の
賃
金
や
労
働

条
件
の
劣
悪
さ
に
つ
い
て

力
強
く
要
請
を
し
ま
し

た
。集

会
で
は
、
野
崎
教
宣

部
長
が
勧
告
か
ら
現
時
点

ま
で
報
告
し
、
賃
金
実
態

か
ら
闘
う
気
持
ち
を
仲
間

と
確
認
し
ま
し
た
。

染
書
記
長
か
ら
は
、
要
請
と

交
渉
経
過
で
「
闘
争
も
終
盤
だ
。

当
局
の
歩
み
寄
り
は
一
歩
も
な

く
、
膠
着
状
態
が
続
い
て
い
る
」

と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

決
意
表
明
で
は
、
地
連
を
代

表
し
杉
並
支
部
番
屋
書
記
長
が

「
現
場
の
第
一
線
で
日
々
働
く

私
た
ち
が
、
な
ぜ
毎
年
賃
金
を

引
き
下
げ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
か
」
と
の
力
強
い
発
言

を
し
、
第
四
地
連
青
年
部
市
川

会
計
が
「
要
求
を
勝
ち
取
っ
て

い
く
た
め
、
青
年
だ
か
ら
率
先

し
て
発
言
し
最
後
ま
で
闘
い
ま

す
」
と
意
見
表
明
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
第
四
地
連
の
集
会

決
議
を
確
認
し
、
嶋
根
議
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
！
で
、
今
回

の
賃
金
確
定
闘
争
を
最
後
ま
で

闘
い
抜
く
意
志
を
固
め
ま
し
た
。

（
中
執
・
坂
部
貴
之
・
練
馬
）

５
年
連
続
賃
金
引
き
下
げ
受
容
れ
ら
れ
な
い

１０
月
３０
日
、
総
決
起
集

会
が
江
戸
川
区
グ
リ
ー
ン

パ
レ
ス
で
１０
支

部

か

ら

１
７
４
名
参
加
し
開
か
れ

ま
し
た
。

山
本
副
議
長
よ
り
闘
争

勝
利
に
向
け
て
力
強
い
挨

拶
を
受
け
、
退
職
者
会
戸

枝
会
計
か
ら
連
帯
挨
拶
を

受
け
、
本
部
を
代
表
し
て

斉
藤
共
闘
部
長
が
今
確
定

闘
争
の
経
過
説
明
を
し
ま

し
た
。
地
連
・
青
年
部
の

順
で
決
意
表
明
し
「
勧
告

が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
五
年
連
続

月
例
給
削
減
と
な
り
、
我
々
の

生
活
・
権
利
を
脅
か
す
。
到
底

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
い
ま
こ

そ
全
組
合
員
の
総
力
を
挙
げ
て

闘
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

平
行
し
て
行
わ
れ
た
副
区
長

要
請
で
は
、
大
和
田
副
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
早
瀬
議
長
が
要

請
書
を
読
み
上
げ
山
崎
副
区
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。
山
崎
副
区

長
は
「
皆
さ
ん
の
要
請
は
伺
い

ま
し
た
。
内
容
は
、
早
速
、
江

戸
川
区
長
並
び
に
ブ
ロ
ッ
ク
内

区
長
に
伝
え
ま
す
」
と
回
答
し

ま
し
た
。

集
会
に
合
流
し
た
大
和
田
副

委
員
長
は
「
わ
れ
わ
れ
の
職
場

実
態
を
全
く
省
み
な
い
賃
金
引

き
下
げ
や
民
間
委
託
攻
撃
を
平

気
で
行
な
う
の
は
、
言
語
道
断

で
あ
る
」
と
怒
り
を
現
し
訴
え

ま
し
た
。

賃
金
確
定
闘
争
を
ス
ト
ラ
イ

キ
で
闘
い
抜
く
決
議
を
参
加
者

で
確
認
し
、
早
瀬
議
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会
を
閉
会
し

た
。

（
中
執
・
遠
田
寛
樹
・
墨
田
）

１０
月
３０
日
か
ら
１１
月
７
日
の
間
に
、
地
連
別
総
決
起
集
会

と
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
区
長
要
請
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
行
し

て
、
各
区
長
に
対
し
て
、
家
族
署
名
を
手
交
し
、
現
場
で
働

き
闘
う
組
合
員
の
声
を
ぶ
つ
け
て
来
ま
し
た
。

区
政
の
第
一
線
で
働
い
て
い
る
と
自
負
す
る
我
わ
れ
に
、

月
例
給
の
引
下
げ
や
自
宅
に
係
る
住
居
手
当
の
廃
止
を
強
い

る
区
長
会
に
対
し
て
、
相
次
い
で
怒
り
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
ま
で
力
を
合
わ
せ
て
闘
い
、
納
得
の
い
く
回
答
を

区
長
会
か
ら
引
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

▲怒りのシュプレヒコールを聞け 編 集 責 任
教 宣 部 長
野� 優三

▲要請を行う第２地連金子議長

▲住居手当の拙速な見直し反対▲力強く訴える杉並支部番屋書記長

▲決意を述べる本部青年部長妻副部長
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我我わわれれのの切切実実なな要要求求にに対対しし、、
区区長長会会はは歩歩みみ寄寄りりをを見見せせずず

本
年
の
給
与
改
定

区
長
会
は
、
勧
告
の
内
容
は
、

景
気
回
復
の
影
響
が
民
間
給
与

へ
及
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
し
、
勧

告
を
尊
重
す
る
姿
勢
で
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

５
年
連
続
の
月
例
給
引
下
げ

勧
告
は
、
高
物
価
の
首
都
圏
で

働
く
組
合
員
の
生
活
実
態
を
顧

み
な
い
厳
し
い
内
容
で
す
。

２
０
１
３
年
春
闘
結
果
は
、

率
・
額
と
も
引
上
げ
で
、
僅
か

な
が
ら
も
改
善
さ
れ
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
闘
結
果
を
精
確
に
反
映
し

て
い
な
い
本
年
の
勧
告
を
、「
尊

重
す
る
」
道
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
住
居
手
当
制
度

区
長
会
は
、
住
居
手
当
制
度

で
、
支
給
対
象
を
借
家
・
借
間

に
限
定
し
、
２
万
７
、
０
０
０

円
以
上
家
賃
負
担
す
る
世
帯
主

に
８
、
３
０
０
円
支
給
と
し
、

若
年
層
に
加
算
す
る
と
い
う
勧

告
通
り
検
討
し
て
い
ま
す
。
国

や
他
団
体
を
踏
ま
え
、
自
宅
に

係
る
住
居
手
当
は
廃
止
す
る
と

の
不
当
な
態
度
で
す
。

今
給
与
改
定
期
に
解
決
し
、

２
０
１
４
年
４
月
１
日
に
実
施

す
る
。
経
過
措
置
は
早
期
の
本

則
移
行
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

自
宅
の
取
得
に
は
他
都
市
に

比
べ
重
い
負
担
が
あ
り
、
首
都

圏
に
お
け
る
住
宅
事
情
は
一
切

改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

区
職
員
の
住
居
手
当
受
給
者

は
６
割
（
清
掃
は
９
割
）
を
超

え
、
そ
の
内
の
６
割
（
清
掃
は

大
多
数
）
が
自
宅
に
係
る
受
給

者
で
す
。
職
員
に
与
え
る
影
響

は
甚
大
で
す
。
自
宅
に
係
る
住

居
手
当
の
安
易
な
廃
止
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
慎
重
な
検
討
と

対
応
が
必
要
で
す
。

住
居
手
当
に
つ
い
て
は
、
民

間
と
の
給
与
実
態
調
査
と
比
較

す
る
職
員
給
与
に
含
ま
れ
、
見

直
し
で
生
じ
た
差
額
（
原
資
）

の
取
扱
い
が
大
き
な
問
題
と
な

り
ま
す
。

勤
勉
手
当
の
成
績
率

勤
勉
手
当
の
成
績
率
で
は
、

勧
告
は
成
績
率
の
導
入
目
的
を

踏
ま
え
た
適
正
な
運
用
が
必
要

だ
と
し
ま
し
た
。

区
長
会
は
、
成
績
率
の
原
資

の
う
ち
扶
養
手
当
相
当
額
の
配

分
方
法
を
見
直
す
と
の
考
え
を

あ
ら
た
め
て
示
し
ま
し
た
。

２
年
目
の
見
直
し
で
、
制
度

上
の
問
題
点
が
明
ら
か
で
す
。

扶
養
親
族
の
多
寡
と
い
う
属

人
的
な
要
素
を
成
績
率
の
原
資

と
す
る
こ
と
は
、
区
分
ご
と
の

原
資
が
大
き
く
異
な
る
ば
か
り

か
、
年
度
ご
と
に
も
、
区
ご
と

に
も
大
き
く
異
な
り
、
制
度
と

し
て
不
安
定
で
不
適
切
で
す
。

技
能
・
業
務
系
職
員
は
、
行

政
系
職
員
よ
り
も
、
実
態
と
し

て
扶
養
手
当
受
給
者
の
割
合
や

額
は
高
い
の
で
す
。
必
然
的
に

技
能
・
業
務
系
職
員
の
方
が
一

人
当
た
り
の
扶
養
手
当
相
当
分

の
原
資
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

安
易
な
「
配
分
方
法
の
見
直

し
」
で
は
、
本
来
、
技
能
・
業

務
系
職
員
に
配
分
さ
れ
る
原
資

が
行
政
系
職
員
に
配
分
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
受
け
止
め
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
成
績
率
の
「
配

分
方
法
の
見
直
し
」
は
、
さ
ら

な
る
職
場
の
混
乱
を
生
む
だ
け

で
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

業
務
職
給
料
表

区
長
会
は
、
業
務
職
給
料
表

は
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に

あ
る
と
し
、
勧
告
給
料
表
の
改

定
に
準
じ
る
と
し
て
い
ま
す
。

大
都
市
東
京
の
特
別
区
に
お

け
る
清
掃
事
業
の
危
険
性
や
困

難
度
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
戸
別
収
集
や
時
間
帯
収
集
、

改
善
を
要
す
る
集
積
所
の
調
査

や
排
出
指
導
、
高
齢
者
や
身
体

の
不
自
由
な
方
を
対
象
と
し
た

訪
問
収
集
等
、
清
掃
事
業
の
職

務
内
容
は
年
々
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
統
括
技
能
長
や
技
能
長

の
職
責
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
事
業
の
職
務
内
容
・
職

責
を
正
当
に
評
価
す
べ
き
で
、

国
や
他
団
体
と
の
比
較
が
単
純

に
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。

国
と
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
比
較

で
、
特
別
区
の
技
能
・
業
務
系

職
員
の
賃
金
水
準
が
「
依
然
と

し
て
高
い
水
準
に
あ
る
」
と
い

う
認
識
は
改
め
る
べ
き
で
す
。

職
務
・
職
責
に
見
合
う
給
料

表
を
求
め
る
我
わ
れ
に
早
期
に

業
務
職
給
料
表
を
示
し
、
協
議

を
尽
く
す
べ
き
で
す
。

切
替
に
伴
う
昇
給
調
整

２
０
１
０
年
４
月
保
障
額
表

か
ら
業
務
職
給
料
表
へ
の
切
替

に
よ
り
、
査
定
昇
給
や
昇
格
メ

リ
ッ
ト
を
直
接
給
与
処
遇
に
反

映
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
今
も
約
４
割
の
職

員
が
多
く
の
調
整
号
数
を
有

し
、
毎
年
、
事
実
上
の
昇
給
抑

制
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
多

く
は
４０
歳
代
か
ら
５０
歳
代
の
職

場
の
中
堅
で
す
。
技
能
長
の
２

人
に
１
人
、
技
能
主
任
の
３
人

に
１
人
に
、
長
期
間
事
実
上
の

昇
給
が
な
い
の
で
す
。

民
間
企
業
で
働
く
多
く
の
労

働
者
に
定
期
昇
給
が
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
区
の
技
能
・
業
務

系
職
員
の
事
実
上
の
昇
給
抑
制

は
、
早
期
に
廃
止
す
べ
き
で
す
。

技
能
・
業
務
系
人
事
制
度

区
長
会
は
、
技
能
・
業
務
系

人
事
制
度
で
は
、
我
わ
れ
の
要

求
に
対
す
る
踏
み
込
ん
だ
回
答

を
せ
ず
、
所
要
の
見
直
し
が
図

ら
れ
た
と
繰
り
返
し
ま
す
。

統
括
技
能
長
や
技
能
長
は
定

数
管
理
さ
れ
、
年
齢
構
成
や
職

員
構
成
の
違
い
か
ら
、
定
数
に

空
き
が
無
く
昇
任
選
考
す
ら
実

施
さ
れ
て
い
な
い
区
が
あ
り
ま

す
。
統
括
技
能
長
や
技
能
長
の

職
務
・
職
責
が
増
大
す
る
一
方

で
、
職
員
の
努
力
が
処
遇
と
し

て
反
映
さ
れ
な
い
現
状
か
ら
、

昇
任
選
考
応
募
を
躊
躇
す
る
職

員
が
多
く
い
ま
す
。
現
行
の
現

業
系
人
事
制
度
は
多
く
の
問
題

を
含
ん
で
い
ま
す
。

行
政
系
人
事
制
度
に
つ
い

て
、
本
年
の
勧
告
に
伴
う
意
見

を
踏
ま
え
、
区
長
会
は
「
職
務

・
職
責
に
相
応
し
い
給
与
処
遇

の
実
現
と
人
材
活
用
の
た
め
の

弾
力
的
な
任
用
管
理
の
促
進
の

視
点
か
ら
」「
職
務
級
構
成
の

再
編
や
管
理
監
督
職
の
給
与
制

度
、
昇
給
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
」
と
し
ま

し
た
。

行
政
系
人
事
制
度
の
見
直
し

に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
清
掃
職

場
の
業
務
実
態
や
昇
任
選
考
の

実
施
状
況
な
ど
制
度
運
用
の
実

態
調
査
を
な
ど
を
行
い
、
現
業

系
人
事
制
度
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
求
め
ま
す
。

�
平
成
２５
年
度
給
与
改
定
交
渉（
第
４
回
）団
体
交
渉

１１
月
６
日
、
１６
時
１５
分
か
ら
第
４
回
団
体
交
渉
を
行
い
、
１０
月
２４
日
に
提
出
し
た『
要
求
書
』

に
対
す
る
区
長
会
の
検
討
状
況
を
質
し
ま
し
た
。
区
長
会
は
、「
諸
課
題
の
早
期
解
決
に
向
け

て
、
精
力
的
に
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
我
わ
れ
の
要
求
に
対
し
て
前

向
き
な
回
答
を
一
切
示
さ
ず
、
争
点
と
な
っ
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
方

を
繰
り
返
す
の
み
で
し
た
。

区
長
会
は
、
新
た
な
住
居
手
当
制
度
に
つ
い
て
「
今
給
与
改
定
交
渉
期
に
お
い
て
解
決
を
図

り
た
い
」
と
の
不
当
な
態
度
を
取
り
続
け
て
い
ま
す
。
新
た
な
住
居
手
当
制
度
は
、
職
員
へ
の

影
響
が
大
き
く
、
慎
重
な
検
討
と
対
応
こ
そ
が
必
要
で
す
。
勤
勉
手
当
の
成
績
率
の
見
直
し
で

は
�
配
分
方
法
の
見
直
し
�
を
改
め
て
言
及
し
、
扶
養
親
族
の
多
寡
と
い
う
要
素
を
成
績
率
の

原
資
と
す
る
こ
と
自
体
が
制
度
と
し
て
不
安
定
で
あ
り
、
不
適
切
な
も
の
で
す
。
区
分
ご
と
の

原
資
の
違
い
が
あ
り
、�
配
分
方
法
の
見
直
し
�
は
、
断
じ
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

わ
が
組
合
は
、「
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
私
ど
も
の
要
求
に
対
し
て
誠
意
を
も
っ
て
応
え

る
以
外
に
解
決
の
道
は
無
い
」
と
通
告
し
、
こ
の
日
の
団
体
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

１０
月
３０
日
か
ら
１１
月
７
日
の
間
、
地
連
別
総
決
起
集
会
と
各
ブ
ロ
ッ
ク
区
長
要
請
を
実
施
し

ま
し
た
（
１
面
参
照
）。各
区
長
要
請
も
１１
月
１３
日
ま
で
の
間
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
交
渉
の

前
進
に
向
け
、
１１
月
１１
日
拡
大
闘
争
委
員
会
の
意
思
統
一
に
基
づ
き
取
組
み
を
強
め
ま
す
。

▲平成２５年度（第４回）団体交渉 １１．６ 区政会館
区長会 今改定交渉期で住居手当見直し図る

【当面の闘争日程】
１１月１５日（金）区長会総会要請・座り込み

１５時１５分～ 区政会館２０階
１１月１８日（月）区長会会長への要請行動

１５時３０分～ サンパール荒川
１１月１９日（火）賃金確定闘争勝利！第三波総決起集会

１７時３０分～ 全電通会館ホール

第9 7 1号（２）せ い そ う 労 働 者せ い そ う 労 働 者2 0 1 3年1 1月1 3日


